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令和 7 年度 事業計画 

公益社団法人 日本アマチュアオーケストラ連盟（JAO）は、昭和 47 年の設立以来、全国

のアマチュアオーケストラとその活動に携わる人々を支援する事業を推進してまいりまし

た。

JAO の主な事業には、「全国アマチュアオーケストラフェスティバル」、「高円宮殿下メモ

リアル日本マスターズオーケストラキャンプ」、「トヨタ青少年オーケストラキャンプ」、「ト

ヨタコミュニティコンサート」等があります。これらのどの事業も、≪音の泉の広がりを≫

を合言葉に、全国の仲間たちが演奏する喜びを分かち合いながら、各地のアマチュアオーケ

ストラの振興を通じて、地域社会に貢献し、音楽文化の発展に寄与するものとなっています。 
また、青少年から中高年齢層までの幅広い世代を対象とした JAO の事業は、青少年教育

や、シニア世代のゆとりや生き甲斐づくりに貢献し、生涯学習社会の形成に寄与することを

特色としています。

令和 7 年度に実施する事業の計画は以下のとおりです。 

Ⅰ．運営の部 

  １．理 事 会
① 令和 7 年度第 1 回通常理事会 令和 7 年 4 月 26 日(土) 於 上野精養軒

② 令和 7 年度第 2 回通常理事会 令和 8 年 2 月 21 日(土) 於 上野精養軒

  ２．社員総会

令和 7 年度定時社員総会 令和 7 年 5 月 24 日(土) 於 上野精養軒 

Ⅱ．事業の部 

  １．全国アマチュアオーケストラフェスティバルの開催

「全国アマチュアオーケストラフェスティバル」は、JAO 設立の翌年（昭和 48
年）の豊橋大会を皮切りに、毎年全国各地を巡り開催しております JAO の主要事

業です。

オーケストラ音楽を愛好する人々が集い、3 日間の日程の中で演奏技術の研鑽を

積み、フェスティバルオーケストラとして演奏会を開催するほか、オーケストラ運

営に資するためのフォーラムや研究討議等を行います。

また、JAO はフェスティバルを国際交流の場とすることにも取り組み、海外参

加者を集いアジアフェスティバルや世界フェスティバルとしての開催実績を積ん

でおります。
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＜令和 7 年度実施計画＞ 
名称 第 53 回全国アマチュアオーケストラフェスティバル福井大会 
期間 令和 7 年 9 月 12 日（金）～ 9 月 14 日（日） 
会場 福井県立音楽堂 ハーモニーホールふくい

内容

①フェスティバルコンサート（9 月 14 日）

・オーケストラ A
指揮 ： 坂入 健司郎

ゲストコンサートマスター ： 石上 真由子

曲目 ： リムスキー・コルサコフ ／ シェヘラザード

・オーケストラ B
指揮 ： 井﨑 正浩

ゲストコンサートマスター ： ギオルギ・バブアゼ

オルガン ： 大平 健介

曲目 ： サン=サーンス ／ 交響曲第３番「オルガン付き」

②運営協議会

JAO 事業及び加盟団体の運営等に関する会議を開催 

  ２．マスターズオーケストラキャンプの開催

平成 12 年に第 1 回を開催した「高円宮殿下メモリアル 日本マスターズオーケ

ストラキャンプ」（MOC）は、当初はシニア世代が交流を深めながら演奏技術を向

上させるための研修会として開催してまいりましたが、第 12 回より年齢による制

限をはずし、各オーケストラの現リーダーや、次世代を担うリーダーを養成するこ

とも MOC の重要な役割となりました。 
第 2 回 MOC にご来臨くださいました当時の JAO 総裁 故 高円宮殿下は、MOC

に格別のご関心を示されておりました。MOC の前途に大きな期待を抱かれていた

殿下のご遺志を尊重し、MOC の名称に「高円宮殿下メモリアル」を冠しておりま

す。

＜令和 7 年度実施計画＞ 
名称 高円宮殿下メモリアル第 26 回日本マスターズオーケストラキャンプ 
期間 令和 8 年 1 月 10 日（土）～ 12 日（月・祝） 
会場 京都市北文化会館

内容

講師：深山尚久（ヴァイオリン）、香月圭佑（チェロ）

曲目：W.A.モーツァルト ／ 交響曲第 36 番「リンツ」ハ長調 K. 425
（弦楽合奏版）

G.ホルスト ／ 「セントポール組曲」
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芥川也寸志 ／ 「弦楽のための三楽章」

※1 月 12 日に「初春コンサート」を開催

  ３．青少年オーケストラキャンプの開催

「トヨタ青少年オーケストラキャンプ」（TYOC）は、全国から集まった青少年

が「自分たち自身の手による運営」をモットーに演奏技術を学ぶ合宿研修会です。

現在は 2 年を 1 期とし、2 年目には「日本青少年交響楽団特別演奏会」として成果

を発表しています。次代を担う青少年が、プロの演奏家として第一線で活躍してい

る講師陣の指導のもと、音楽技術の向上を図り、各自の所属するオーケストラの未

来のリーダーとなるべき資質を養います。

昭和 60 年の第 1 回から昨年度の第 41 回まで、TYOC から巣立った青少年は延

べ 6,700 名にのぼり、我が国のアマチュアオーケストラの中核を担う人材として

全国各地で活躍中です。

＜令和 7 年度実施計画＞ 
名称 第 42 回トヨタ青少年オーケストラキャンプ 
期間 令和 8 年 3 月 26 日（木）～ 29 日（日） 
会場 国立オリンピック記念青少年総合センター、サントリーホール

内容

指揮：キンボー・イシイ

講師：三浦章宏 他 16 名を予定 
曲目：Ｒ．シュトラウス ／ 交響詩「ドン・ファン」 作品 20 

ラフマニノフ ／ パガニーニの主題による狂詩曲 作品 43
（ ピアノ独奏 ： 松田 華音 ）

ブラームス ／ 交響曲第 2 番ニ長調 作品 73 
※第 42 回は第 19 期の 2 年目にあたり、最終日の 3 月 29 日にはサン

トリーホールにて、日本青少年交響楽団特別演奏会の開催を予定。

  ４．国民文化祭への参加・協力

昭和 62年から開催されております国民文化祭「オーケストラの祭典」に対して、

JAO は積極的に会員団体からの参加を呼びかけています。 
令和 7 年度は、長崎県佐世保市で開催される「オーケストラの祭典」へ協力して

まいります。
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＜令和 7 年度実施計画＞ 
名称 「オーケストラの祭典」オーケストラで奏でる平和の響き

日時 令和 7 年 9 月 20 日（土）15:00 開演予定 
会場 アルカス SASEBO 大ホール

内容

西海国立公園「九十九島」に代表される豊かな自然に恵まれ、恒久平和

を希求する佐世保の地に、全国からオーケストラに親しむアマチュア

奏者が集い、特別編成のオーケストラを結成して、「平和の響き」を全

国に発信していきます。

第１部 歓迎演奏 曲目：團伊玖磨／西海賛歌

第２部 合同演奏 曲目：ラベル ／ 亡き王女のためのパヴァーヌ

スメタナ ／「わが祖国」より「モルダウ」

第３部 ﾊﾞﾚｴの部 曲目：ｸﾞﾗｽﾞﾉﾌ ／ ﾊﾞﾚｴ音楽「四季」より「夏」「秋」 
チャイコフスキー ／ 弦楽セレナーデ

  ５．トヨタコミュニティコンサートの開催支援

「トヨタコミュニティコンサート」（TCC）は、“音楽を通じて地域文化の振興に

貢献すること”を目的に、トヨタ自動車株式会社並びに各地域のトヨタ販売会社グ

ループと連携し、JAO 加盟のオーケストラの公演を支援して開催される演奏会で、

公演回数は昭和 56 年の第 1 回開催から 1900 回を数えます。

令和 3 年度よりリニューアルした TCC の開催方式は次のとおりです。 

A 企画提案コース①・・・三枝音楽監督提案型 
三枝音楽監督が企画するコンサートにチャレンジするコース

（令和 7 年度：フンパーディンク／オペラ「ヘンゼルとグレーテル」 1 公演） 
B 企画提案コース②・・・JAO 提案型 

JAO が提案する新しい人材の育成、ダイバーシティ＆インクルーシブに 
資する取り組みを実践するコース

（令和 7 年度：他の文化団体との共演 2 公演） 
C 自由裁量コース・・・ アマチュアオーケストラ起案の自由公演 

重点テーマ（SDGs）に沿った企画によるコンサートを開催するコース 
（令和 7 年度：40 公演） 

D 販売店コース・・・ 販売店起案の地域での公演 
 地域のトヨタ販売店からの起案により、対象地域のアマチュアオーケスト

ラが協力してコンサートを実施するコース

（令和 7 年度：公演数未定） 
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  ６．ホームページを活用した広報活動の推進

JAO は、活動方針、年間事業、全国各地のオーケストラの活動状況、国際交流

事業等、広範囲にわたる情報を収集し、ホームページにて提供しています。国内の

地域活動はもちろんのこと、世界のアマチュアオーケストラに関するホームペー

ジにもリンクし、スマートフォンや SNS にも対応した内容として、情報の発信に

努めています。

令和 7 年度も、会員及び提携する団体等からの情報収集に積極的に取り組み、

収集した情報を Facebook、YouTube、更には TCC Instagram と連携を取りなが

ら、随時広く一般に提供してまいります。

  ７．国際交流活動の推進

JAO は、平成 10 年の「世界アマチュアオーケストラ連盟」（WFAO）結成にお

いて中心的な役割を果たし、世界各国のアマチュアオーケストラの活動と交流を

幅広く支援する組織として平成 19 年に設立された「認定 NPO 法人世界アマチュ

アオーケストラ連盟」（NPO-WFAO）と積極的に提携し、国際交流活動を推進して

います。

本年 5 月に JAO と「ドイツアマチュアオーケストラ連盟（BDLO）」の友好協定

締結 30 周年を迎えたことから、昨年 10 月に BDLO の創立 100 周年記念式典に表

敬訪問した際に提案した両国の個別のオーケストラメンバーによる相互訪問につ

いて、本年はその実現の道筋を作り、先例となる訪問の機会を探る予定です。

このほか、例年実施している NPO-WFAO との連携による「第 53 回全国アマチ

ュアオーケストラフェスティバル福井大会」「第 42 回トヨタ青少年オーケストラ

キャンプ」への参加者の招聘、BDLO と JAO との提携による交流事業を推進して

まいります。

８．「JAO ミュージックライブラリー」の運用 

  「トヨタミュージックライブラリー」から引き継いだオーケストラ譜について、

令和 4 年 2 月より「JAO ミュージックライブラリー」として運用を開始し、4 年

目となります。非加盟団体の利用が活発なことから、昨年、利用規定を改正し、予

約受付時期や貸出期間に関して、ＪＡＯ加盟団体と非加盟団体との間に差別化を

図ったところです。今年度は、定款で準会員を規定し、少ない会費で加盟できるこ

ととなったことから、非加盟団体に対し、会員としての特典をＰＲして、加盟団体
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を増やすきっかけづくりとなるよう取り組んでまいります。

引き続き、「楽譜」の無料レンタルにより、アマチュアオーケストラへの支援活

動を継続してまいります。

以上



（単価：円）

予算額 前年度予算額 増　減 備　　考

１．

(１）

① 10,000 10,000 0

基本財産受取利息 10,000 10,000 0 有価証券運用益

② 30,000 30,000 0

受取入会金 30,000 30,000 0 新規1会員

③ 受取会費 8,300,000 8,300,000 0

正会員受取会費 6,650,000 6,550,000 100,000 133会員

賛助会員受取会費 1,650,000 1,750,000 ▲100,000 17会員

④ 事業収益 21,091,000 15,550,000 5,541,000

公１事業収益 21,091,000 15,550,000 5,541,000 入場料・参加料・広告料

⑤ 受取補助金等 25,000,000 15,500,000 9,500,000

受取地方公共団体補助金 2,500,000 0 2,500,000

受取民間助成金 21,000,000 15,500,000 5,500,000

受取補助金等振替額 1,500,000 0 1,500,000

⑥ 受取寄付金等 7,000,000 7,000,000 0

受取寄付金 7,000,000 7,000,000 0

受取寄付金振替額 0 0

⑦ 251,000 180,000 71,000

受取利息 1,000 0 1,000

雑収益 250,000 180,000 70,000 懇親会費

61,682,000 46,570,000 15,112,000

(２）

① 57,198,000 43,657,000 13,541,000

役員報酬 5,280,000 5,280,000 0

給料手当 2,112,000 2,112,000 0

臨時雇用賃金 360,000 0 360,000

法定福利費 1,070,000 1,080,000 ▲10,000

福利厚生費 10,248,000 5,986,000 4,262,000

会議費 230,000 514,000 ▲284,000

旅費交通費 16,062,000 6,680,000 9,382,000

通信運搬費 2,122,000 760,000 1,362,000

消耗品費 1,165,000 950,000 215,000

印刷製本費 634,000 730,000 ▲96,000

光熱水料費 150,000 150,000 0

賃借料 8,409,000 11,505,000 ▲3,096,000

保険料 50,000 50,000 0

諸謝金 7,745,000 7,040,000 705,000

広報費 350,000 430,000 ▲80,000

雑費 1,211,000 390,000 821,000

基本財産運用益

雑収益

経常収益計

経常費用

事業費

科 目

Ⅰ　一般正味財産増減の部

経常増減の部

経常収益

受取入会金

令和７年度　公益社団法人 日本アマチュアオーケストラ連盟

  収 支 予 算 書（正味財産増減計算ベース）

（令和7年4月1日から令和8年3月31日まで）
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予算額 前年度予算額 増　減 備　　考科 目

② 6,178,000 6,978,000 ▲800,000

役員報酬 1,320,000 1,320,000 0

給料手当 528,000 528,000 0

法定福利費 280,000 430,000 ▲150,000

福利厚生費 70,000 100,000 ▲30,000

会議費 450,000 500,000 ▲50,000

旅費交通費 1,540,000 2,000,000 ▲460,000

通信運搬費 220,000 220,000 0

消耗品費 130,000 150,000 ▲20,000

印刷製本費 210,000 250,000 ▲40,000 2025年度版JAO関係資料

光熱水料費 35,000 35,000 0

賃借料 700,000 700,000 0

保険料 5,000 5,000 0

租税公課 140,000 140,000 0

雑費 550,000 600,000 ▲50,000

経常費用計 63,376,000 50,635,000 12,741,000

当期経常増減額 ▲1,694,000 ▲4,065,000 2,371,000

２．

(１）

基本財産預金取崩振替額 0 0 0

0 0 0

(２）

経常外費用計 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 ▲1,694,000 ▲4,065,000 2,371,000

一般正味財産期首残高 8,445,080 14,440,024 ▲5,994,944

一般正味財産期末残高 6,751,080 10,375,024 ▲3,623,944

Ⅱ　指定正味財産増減の部

一般正味財産への振替額 0 0 0

当期指定正味財産増減額 0 0 0

指定正味財産期首残高 34,400,000 34,400,000 0

指定正味財産期末残高 34,400,000 34,400,000 0

Ⅲ　正味財産期末残高 41,151,080 44,775,024 ▲3,623,944

経常外費用

管理費

経常外増減の部

経常外収益

経常外収益計
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（単価：円）
公益事業会計

（公１事業）

１．

(１）

① 10,000 0 10,000

基本財産受取利息 10,000 0 10,000

② 0 30,000 30,000

受取入会金 30,000 30,000

③ 受取会費 0 8,300,000 8,300,000

正会員受取会費 6,650,000 6,650,000

賛助会員受取会費 1,650,000 1,650,000

④ 事業収益 21,091,000 0 21,091,000

事業収益 21,091,000 21,091,000

⑤ 受取補助金等 25,000,000 0 25,000,000

受取地方公共団体補助金 2,500,000 2,500,000

受取民間助成金 21,000,000 21,000,000

受取補助金等振替額 1,500,000 1,500,000

⑥ 受取寄付金等 7,000,000 0 7,000,000

受取寄付金 7,000,000

受取寄付金振替額 0 0

⑦ 1,000 250,000 251,000

雑収益 0 250,000 250,000

53,102,000 8,580,000 61,682,000

(２）

① 57,198,000 57,198,000

役員報酬 5,280,000 5,280,000

給料手当 2,112,000 2,112,000

臨時雇用賃金 360,000 360,000

法定福利費 1,070,000 1,070,000

福利厚生費 10,248,000 10,248,000

会議費 230,000 230,000

旅費交通費 16,062,000 16,062,000

通信運搬費 2,122,000 2,122,000

消耗品費 1,165,000 1,165,000

印刷製本費 634,000 634,000

光熱水料費 150,000 150,000

賃借料 8,409,000 8,409,000

保険料 50,000 50,000

諸謝金 7,745,000 7,745,000

広報費 350,000 350,000

雑費 1,211,000 1,211,000

雑収益

経常収益計

経常費用

事業費

Ⅰ　一般正味財産増減の部

経常増減の部

経常収益

基本財産運用益

受取入会金

令和７年度　公益社団法人 日本アマチュアオーケストラ連盟

収 支 予 算 書 内 訳 表（正味財産増減計算ベース）

（令和7年4月1日から令和8年3月31日まで）

科 目 法人会計 合　計
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公益事業会計

（公１事業）
科 目 法人会計 合　計

② 6,178,000 6,178,000

役員報酬 1,320,000 1,320,000

給料手当 528,000 528,000

法定福利費 280,000 280,000

福利厚生費 70,000 70,000

会議費 450,000 450,000

旅費交通費 1,540,000 1,540,000

通信運搬費 220,000 220,000

消耗品費 130,000 130,000

印刷製本費 210,000 210,000

光熱水料費 35,000 35,000

賃借料 700,000 700,000

保険料 5,000 5,000

租税公課 140,000 140,000

雑費 550,000 550,000

経常費用計 57,198,000 6,178,000 63,376,000

当期経常増減額 ▲4,096,000 2,402,000 ▲1,694,000

２．

(１）

基本財産預金取崩振替額 0 0

0 0 0

(２）

経常外費用計 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0

他会計振替額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 ▲4,096,000 2,402,000 ▲1,694,000

一般正味財産期首残高 ▲17,135,773 25,580,853 8,445,080

一般正味財産期末残高 ▲21,231,773 27,982,853 6,751,080

Ⅱ　指定正味財産増減の部

一般正味財産への振替額 0 0

当期指定正味財産増減額 0 0

指定正味財産期首残高 34,400,000 34,400,000

指定正味財産期末残高 34,400,000 34,400,000

Ⅲ　正味財産期末残高 13,168,227 27,982,853 41,151,080

経常外収益計

経常外費用

管理費

経常外増減の部

経常外収益
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